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編　集　後　記

　本質を捉えた普遍の原理は抽象的ではあるが単純な形で提示されるものである。一方，
原理の提唱に辿りつくまでの過程における議論の群れは渾沌としている。このカオスから
エレガントな原理を探り出す知的エネルギーの大きさたるや如何ほどであろうか。本紀要に�
掲載された論考はどれも，原理の真摯な探求に余念がない。執筆者の研究者魂に敬畏する。
� （H.�S.）




